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・
飯
田　
隆
一 

議
員

　
　
人
口
戦
略
会
議
提
言
を
ど
う
分
析
す
る
か

・
増
永　
一
彦 

議
員

　
　
北
の
江
の
島
事
業
中
止
の
考
え
は

・
出
﨑　
太
郎 

議
員

　
　
観
光
客
誘
致
の
た
め
の
通
年
戦
略
は

・
塚
本　
　
眞 

議
員

　
　
学
習
用
端
末
に
関
す
る
個
人
情
報
保
護
は

・
小
梅　
洋
子 

議
員

　
　
災
害
派
遣
職
員
体
験
報
告
会
の
開
催
を

・
田
畑　
豊
利 

議
員

　
　
出
処
進
退
決
断
を

・
小
野
寺　
真 

議
員

　
　
障
が
い
者
が
理
解
出
来
る
説
明
や
支
援
を

・
室
井　
正
行 

議
員

　
　
道
路
改
良
と
合
わ
せ
特
徴
的
な
事
業
要
請
を

・
計
４
，２
９
４
万
７
千
円
の
補
正
予
算
可
決

「
親
子
で
楽
し
め
る
健
康
的
な
空
間

づ
く
り
に
関
す
る
事
務
調
査
報
告
」

☆シニアカレッジ～昔の遊び体験～　児童園児との交流☆シニアカレッジ～昔の遊び体験～　児童園児との交流

9月

3月
定例会

12月

6月 色々な遊びたのしかったよ　色々な遊びたのしかったよ　



　 補 正 予 算

◇行政情報化・電子自治体推進事業
� 261万9千円（全額国庫支出金）
　国と地方公共団体の各業務システム間で「特定
個人情報」の連携を仲介するために必要な「中間
サーバー」を整備するもの。
◇人事給与システム改修（会計年度任用職員勤勉
手当）� 57万2千円（全額一般財源）

　地方自治法の改正により、パートタイムの会計
年度任用職員に対し勤勉手当支給が可能となり、
現在の給与システムを改修するもの。
◇伝統文化のまちづくり共創型空港アクセス改善
事業� 106万円（全額一般財源）

　江差・厚沢部・上ノ国の３町と、檜山振興局及
び北海道エアポート株式会社を共創パートナーと
して「函館空港アクセス改善プラットフォーム」
を構成し、負担金のほか調査費等を措置。
◇個人住民税定額減税を補足する給付金に係る総
合行政システム改修委託業務

� 88万7千円（全額国庫支出金）
　所得税及び個人住民税において定額減税が実施
されることに伴うシステム改修。
◇令和６年度低所得者世帯価格高騰支援給付金事
業� 97万3千円（全額国庫支出金）

　デフレ完全脱却の総合経済対策として、住民税
非課税世帯等に対し給付を実施するにあたり、対
象者抽出及び振込データを作成するためのシステ
ムを改修するもの。
◇総合行政システム改修（児童手当の異次元の少
子化対策）� 120万2千円（全額国庫支出金）

　「こども未来戦略」に基づく、令和６年度の児
童手当の抜本的拡充を、本年１２月支給分から対
応するためシステムを改修するもの。
◇ゼロカーボン推進業務
� 547万4千円（全額一般財源）
　江差町再生可能エネルギー検討協議会の設置・
運営経費及び、再エネゾーニングマップを反映す
る江差町地球温暖化対策実行計画の更新等に係る
業務委託費を措置するもの。

◇保育所広域入所� 139万4千円（全額一般財源）
　町外保育所へ広域入所させるために支払う委託
料を措置するもの。
◇経営所得安定対策等推進事業
� 82万2千円（全額道支出金）
　販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物
を対象に、その差額を交付し、農業経営の安定と
国内生産力の確保を図るもの。
◇海洋体験充実事業
� 100万円（全額その他特定財源）
　みらい機構への補助事業として、マリンフェス
タ等の海洋体験イベントを充実するための備品等
を整備するもの。
◇小学校図書及び中学校図書整備
� 10万円（全額その他特定財源）
　町への寄附意向に基づき、学校図書を充実させ
るため、町立小・中学校５校の図書購入費につい
て各校２万円ずつ増額するもの。
◇芸術鑑賞事業「音楽のゆうえんち」
� 87万6千円（全額一般財源）
　日本のクラシック界を支える至宝「株式会社ハ
ナミズキ音楽事務所」による、聞いて、踊って、
みんなで楽しめる、幼児から入場できる親子で楽
しむコンサートを実施するもの。
◇江差町地域公共交通活性化協議会負担金事業
� 1,516万9千円（全額一般財源）
　昨年度に策定した江差町地域公共交通計画の推
進を図る江差町地域公共交通活性化協議会に対す
る運営経費を増額するもの
◇江差マース事業
� 788万9千円（全額その他特定財源）
　過去３年間の実証実験を踏まえ、今年８月１日
より本格運行を開始する「江差マース」に係る経費。
◇コミュニティプラザえさし（愛称：エコー）自
動火災報知設備整備� 291万円（全額一般財源）

　エコーの消防法上の用途変更等により、消防用
設備見直しが必要となり、自動火災報知設備の追
加及び保守点検費用の不足額を補うもの。

一　般　事　業

ゼロカーボン推進業務・江差マース事業等ゼロカーボン推進業務・江差マース事業等
計4,294万7千円を補正計4,294万7千円を補正

６月定例会６月定例会　　こんなことが決まりました！こんなことが決まりました！
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　 そ の 他
◎選挙
◇江差町選挙管理委員会委員の選挙
　選挙で当選された委員
　・齊藤　繁憲　氏　　・横野　晃一　氏
　・橋野　一巳　氏　　・辻　　佳哉　氏

◇江差町選挙管理委員会委員補充員の選挙
　選挙で当選された委員補充員
　・中島　幸惠　氏　　・塚本　　諭　氏
　・堀田　靖一　氏　　・石塚　浩二　氏

◎条例改正
◇江差町再生可能エネルギー事業の推進と地域と
の共生に関する条例の制定

　地球温暖化対策に向けて、町・町民及び地域事
業者が一体となり、持続可能な脱炭素化社会の実
現に向けたまちづくりに寄与するための条例制定。
◇江差町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正

　児童福祉施設の設置及び運営に関する基準及び
家庭的保育事業等の整備及び運営に関する基準の
一部を改正する内閣府令に伴う条例改正。
◇江差町国民健康保険税条例の一部改正
　国民健康保険税率の改正に伴うもの。

◎報告
◇令和５年度一般会計繰越明許費繰越計算書
　令和６年度に繰越して使用する予算について
報告。北の江の島構想推進他16事業。３億9,915
万２千円を繰越。

◎その他
◇北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更

◎人事
◇農業委員会委員の任命（１１名）

６月定例会６月定例会　　こんなことが決まりました！こんなことが決まりました！

意 見 書 を 提 出
　６月定例会では９件の意見書を提出し、全て可決、関係行政機関へ送付しました。

《可決》
◇食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書の提出について
◇日本政府に核兵器禁止条約の参加・署名・批准を求める意見書の提出について
◇ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書の提
出について

◇地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について
◇道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改定版）を抜本的に見直しすべての子どもにゆ
たかな学びを保障する高校教育を求める意見書の提出について

◇義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/2への復元、「30人以下学級」など教育予算確保・拡
充と就学保障の実現に向けた意見書の提出について

◇令和６年度北海道最低賃金改正等に関する意見書の提出について
◇生涯を通じた歯科健診の実現を求める意見書の提出について
◇訪問介護報酬引き下げの撤回を求める意見書の提出について

江差町再生可能ゾーニングマップ報告書より
「風力発電機の規模」
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議員にとって「一般質問」は、
議場という公の場で、町長や教
育長に対して町政運営の考え方
や将来に対する方針を質すこと
ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆
　議会だよりのスペースの都合上、質
問・答弁は要約したものを載せています。
◆表示の説明◆
　文中の再、再再はそれぞれ再質問、
再再質問を表します。

一
般
質
問

一
般
質
問

８８
議
員
が
町
政
を
問
う

議
員
が
町
政
を
問
う

　次のとおり、町長が行政報告しました。

１　令和５年度江差町各会計決算見込みについて
　　　歳入総額　　６８億５，３０８万９千円
　　　歳出総額　　６６億４，５４２万２千円
　　　歳入歳出差引　２億　　７６６万７千円
　　繰越明許費繰越しを差し引いた実質収支は１億８，

８７１万６千円で、１億円を財政調整基金に積立、残
額は繰越金。

２　令和５年度江差町水道事業会計決算概要について
　　　営業収益　　　２億５，２１８万６千円
　　　営業費用　　　２億７，５０７万７千円
　　　営業外収益　　２億１，１５１万４千円
　　　営業外費用　　　　３，５６２万２千円
　　　当年度純利益　１億５，４４６万円
　　
３　寄附採納について
　◇有限会社オオフル建築設計事務所
� 代表取締役　大古　正平　様
　　現金１０万円（各小中学校の図書購入費用として）
　◇シン・エナジー株式会社
� 代表取締役　乾　　正博　様
　　企業版ふるさと納税３００万円
　　（昨年度・一昨年度も同額のご寄附）

第 2 回 定 例 会  第 2 回 定 例 会  行 政 報 告

　

　定例会の日程、審議内容の他、平成24年度以降の会
議録を閲覧することができます。
　議会だよりへの掲載は、紙面の都合上、一部省略して
おります。詳しくはHPにてご確認願います。

（議会HPアドレス）
https://www.hokkaido-esashi.
jp/gikai/gikai.html

議会ホームページをご覧下さい議会ホームページをご覧下さい
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業
に
も
波
及
を
さ
せ
、
効

果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
大

事
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の

機
能
は
都
市
部
で
は
絶
対

出
来
な
い
事
で
あ
り
、
こ

の
地
域
の
強
み
の
産
業
を

育
成
し
な
が
ら
、
他
の
産

業
に
繋
げ
て
い
く
。

　
そ
し
て
、
住
み
や
す
い
、

子
育
て
し
や
す
い
江
差
町

を
作
っ
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
こ
と
に
対
し
て
全
力

で
、
民
間
企
業
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
国
や
道
に
対

し
て
も
町
と
し
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

対
策
が
議
論
さ
れ
た
か
。

　
４
点
目
、
今
回
の
発
表

は
、
若
者
や
子
育
て
世
帯

の
将
来
に
対
す
る
不
安
が

非
常
に
大
き
く
、
実
効
性

の
あ
る
将
来
展
望
が
望
ま

れ
る
が
如
何
か
。

町
長
町
は
、「
消
滅
可

能
性
自
治
体
」
と
位
置
付

け
ら
れ
、
強
い
危
機
感
を

感
じ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
創
生
総
合
戦

略
に
基
づ
き
、
人
口
減
少

と
地
方
創
生
に
特
化
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た

が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
。「
人
口

戦
略
会
議
」
の
提
言
を
踏

ま
え
、
各
分
野
の
有
識
・

学
識
者
で
構
成
す
る
策
定

委
員
会
で
議
論
を
い
た
だ

き
、
第
３
期
総
合
戦
略
の

策
定
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

　
２
点
目
、
若
者
を
中
心

に
労
働
力
が
都
市
部
へ
流

出
し
、
ま
た
、
建
設
業
、

福
祉
等
分
野
で
は
雇
用
が

充
足
さ
れ
ず
、
人
手
不
足

が
深
刻
に
な
る
「
雇
用
の

　
昨
年
12
月
公
表
の
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
を
基
に
、
今

年
４
月
「
人
口
戦
略
会

議
」
で
は
、
江
差
町
を
含

め
、
今
後
30
年
間
で
道
内

１
１
７
の
市
町
村
に
お
い

て
消
滅
の
可
能
性
が
あ
る

分
析
を
発
表
し
た
。
町
と

し
て
こ
の
提
言
を
ど
う
分

析
し
、
対
策
を
講
じ
る
か
。

　
２
点
目
、
雇
用
環
境
の

創
出
や
、
民
間
事
業
者
と

連
携
し
、
良
質
な
雇
用
を

地
元
に
作
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
が
如
何
か
。

　
３
点
目
、
令
和
４
年
度

第
４
回
定
例
会
で
質
問
し

た
。
当
時
、
町
の
人
口
が

７
千
人
を
割
り
、
１
年
半

経
過
を
し
た
が
、
ど
ん
な

問　
人
口
戦
略
会
議
提
言
を
ど
う
分
析
す
る
か

答　
有
識
者
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会
で
議
論

江差町人⼝推移（江差町ＨＰ）

飯田　隆一議員

無　
会　
派

議
員

飯い
い
だ田　

隆り
ゅ
う
い
ち一

第
３
期
総
合
戦
略
で
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
の
部
分
を
、
議

論
し
て
対
策
を
練
る
べ
き

だ
と
思
う
が
如
何
か
。

町
長
人
口
減
少
の
問
題

と
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
や

生
活
が
維
持
出
来
な
く
な

る
、
働
く
世
代
が
少
な
く

な
る
、
高
齢
化
率
が
高
く

な
り
、
社
会
保
障
な
ど
で

財
政
支
出
が
国
大
き
く

な
っ
て
い
く
事
。

　
一
方
、
人
口
減
少
の
中

で
も
生
産
性
を
あ
げ
て

暮
ら
し
を
良
く
し
て
い

く
、
そ
う
い
う
社
会
も
実

現
出
来
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
地
方
自

治
体
で
人
口
を
奪
い
合
う
、

社
会
増
減
に
目
を
向
け
る

の
で
は
な
く
、
希
望
を
持

つ
人
達
が
実
現
出
来
る
社

会
を
、
国
全
体
と
し
て

作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
一
人
一
人
町
民
の
皆
さ

ん
が
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

生
活
基
盤
を
し
っ
か
り
と

作
る
、
そ
し
て
子
ど
も
を

産
み
た
い
、
育
て
た
い
。

そ
う
い
う
方
た
ち
を
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
。
そ
し
て
労
働
環
境

を
良
く
し
て
所
得
を
上
げ

て
い
く
生
産
性
を
上
げ
て

い
く
。
そ
の
こ
と
を
向

ミ
ス
マ
ッ
チ
」
状
態
が
続

い
て
い
る
。
町
内
の
関
係

機
関
や
民
間
事
業
者
か
ら

も
ご
意
見
を
伺
い
、
第
３

期
総
合
戦
略
の
策
定
を
進

め
て
い
く
。

　
３
点
目
、
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

が
、
結
果
的
に
定
住
対
策

に
結
び
つ
く
と
い
う
考
え

で
施
策
を
進
め
て
き
て
お

り
、
特
に
、
子
育
て
世
代

に
主
眼
を
置
い
た
施
策
や

支
援
策
の
充
実
を
図
っ
て

き
た
と
こ
ろ
。

　
４
点
目
、
結
婚
出
産
を

含
め
、
若
者
世
代
が
将
来

に
希
望
を
持
ち
、
そ
の
希

望
が
実
現
で
き
る
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
総
合

戦
略
の
策
定
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

再
江
差
町
長
も
、
町
民

に
対
し
て
イ
メ
ー
ジ
、
戦

略
を
示
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。
人
口
戦
略
会
議
の
提

言
が
全
て
正
し
い
と
は

思
っ
て
お
ら
ず
、
大
事
な

の
は
、
安
定
し
た
雇
用
先
、

労
働
環
境
が
あ
る
か
。

　
地
元
に
就
職
し
た
く
て

も
選
択
肢
が
な
い
と
い
う

実
態
が
、
今
回
の
東
京
一

極
集
中
、
札
幌
転
出
が
増

え
て
い
く
現
状
で
あ
り
、

き
合
っ
て
、
着
実
に
人
口

減
少
対
策
、
少
子
高
齢
化
、

地
域
活
性
化
を
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

再
再
町
長
は
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
、
町
村

会
と
し
て
国
の
方
に
抗

議
・
提
言
し
て
頂
き
た
い
。

そ
う
い
う
行
動
こ
そ
が
、

町
民
の
将
来
に
対
す
る
希

望
、
安
心
感
を
与
え
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
行
政
民
間
一
体
と
な
っ

て
、
こ
の
町
に
安
定
し
た

雇
用
先
を
共
に
つ
く
っ
て

い
く
。
そ
う
い
う
決
意
が

あ
れ
ば
こ
そ
、
若
い
方
々

が
希
望
を
持
っ
て
、
こ
の

町
に
住
み
続
け
て
い
く
大

き
な
要
因
だ
と
考
え
て
い

る
。
町
長
の
決
意
を
伺
う
。

町
長
江
差
町
長
と
し
て
、

民
間
事
業
者
と
連
携
し
て

い
く
こ
と
は
、
当
然
大
事

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
こ
の
地
域
の
強
み
と
は

何
か
と
考
え
た
時
、
農
業
、

漁
業
を
中
心
と
す
る
一
次

産
業
。
ま
た
、
洋
上
風
力

を
含
め
た
風
力
発
電
が
盛

ん
な
地
域
に
な
っ
て
く
る

と
思
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
を
、
こ
の
地
域
の
基
盤

に
据
え
て
い
く
。
三
次
産

業
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
、
医

療
や
福
祉
そ
う
い
っ
た
産
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３
月
定
例
会
一
般
質
問

で
江
光
ビ
ル
跡
地
の
建
設

施
設
の
借
金
に
つ
い
て
借

金
が
７
割
減
っ
た
か
の
よ

う
に
聞
こ
え
る
が
。

町
長
元
利
償
還
金
額
の

７
割
が
普
通
交
付
税
措
置

さ
れ
、
借
入
金
の
額
が
７

割
減
る
わ
け
で
は
な
い
。

再
町
民
は
「
措
置
さ
れ

る
」
と
い
う
言
葉
に
惑
わ

さ
れ
、
借
金
が
な
く
な
っ

た
よ
う
な
錯
覚
と
な
る
。

　
問
題
は
、
借
金
は
増
え
、

財
政
比
率
が
悪
化
す
る
こ

と
で
あ
る
が
如
何
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

普
通
交
付
税
で
算
入
さ
れ

る
額
に
、
計
算
上
の
分
母

分
子
か
ら
控
除
さ
れ
、
影

響
比
率
か
ら
除
か
れ
る
。

財
政
課
長
中
期
財
政
運

営
方
針
で
健
全
化
比
率
に

十
分
配
慮
し
財
政
運
営
に

努
め
る
と
掲
げ
て
い
る
。

再
再
中
期
財
政
方
針
は

約
２
年
が
経
過
し
て
い
る
。

新
た
な
借
金
も
あ
る
が
、

数
値
の
見
直
し
は
。

副
町
長
以
前
の
財
政
健

全
化
団
体
と
な
る
よ
う
な
、

そ
う
い
う
比
率
に
は
し
な

い
の
で
、
十
分
留
意
し
行

政
運
営
し
て
い
く
。

問　
エ
コ
ー
建
設
の
借
金
は
７
割
が
減
っ
た
の
か

答　
７
割
が
交
付
税
措
置
で
借
入
金
は
減
ら
な
い

無　
会　
派

議
員

増ま
す
な
が永　

一か
ず
ひ
こ彦

　
旧
爾
志
郡
役
所
横
の
急

斜
面
の
歩
道
は
、
江
差

小
・
中
学
校
の
通
学
路
と

な
っ
て
い
る
。
特
に
冬
期

間
、
雪
道
に
な
り
歩
道
は

滑
る
と
思
う
が
如
何
か
。

教
育
長
早
朝
の
パ
ト

ロ
ー
ル
よ
り
降
雪
や
路
面

状
況
に
応
じ
、
適
宜
歩
道

の
除
雪
や
融
雪
剤
散
布
等

対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。

再
手
す
り
の
設
置
と
、

滑
り
止
め
の
つ
い
た
歩
道

の
設
置
は
如
何
か
。

建
設
水
道
課
長
学
校
、

住
民
か
ら
手
す
り
の
設
置

要
望
は
な
い
が
、
学
校
と

の
合
同
点
検
な
ど
で
、
意

見
交
換
等
を
行
い
、
安
全

対
策
の
部
分
に
つ
い
て
協

議
し
て
ま
い
り
た
い
。

設
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、

冷
房
設
備
が
整
う
施
設
開

放
対
応
を
、
適
宜
行
う
。

再
去
年
の
８
月
31
度
以

上
の
日
は
14
日
間
も
あ
っ

た
。
観
光
客
、
町
民
の
為

に
、
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
を

何
故
考
え
ら
れ
な
い
か
。

健
康
推
進
課
長
非
難
施

設
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
指
定

に
な
る
と
解
放
義
務
付
け

と
な
り
、
ア
ラ
ー
ト
が
出

た
場
合
、
実
施
の
事
業
を

中
止
す
る
こ
と
と
な
る
。

再
再
長
期
予
報
で
は
昨

年
並
み
か
暑
い
予
報
で
あ

り
８
月
も
警
戒
ア
ラ
ー
ト

が
出
る
確
率
は
あ
る
。　

　
暑
さ
に
困
る
人
の
為
に

ど
う
し
た
ら
出
来
る
か
の

お
願
い
で
あ
る
。
如
何
か
。

町
長
ア
ラ
ー
ト
に
限
ら

ず
、
き
め
細
や
か
に
対
応

し
た
い
と
い
う
の
が
、
町

の
方
針
で
あ
る
。

　
４
月
環
境
省
よ
り
、
熱

中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト

の
運
用
が
始
ま
っ
た
。
町

は
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
設
置
に
つ
い
て
ど
う

お
考
え
な
の
か
伺
う
。

町
長
施
設
利
用
制
限
等

の
調
整
が
必
要
と
な
り
、

現
時
点
で
指
定
を
行
う
考

え
は
な
い
。

　
な
お
、
気
象
条
件
や
施

問　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
の
考
え
は

答　
設
置
せ
ず
冷
房
施
設
開
放
を
適
宜
行
う

問　
旧
爾
志
郡
役
所
歩
道
に
手
す
り
の
設
置
を

答　
現
状
要
望
は
無
い
が
安
全
対
策
を
協
議

増永　一彦議員

北
の
江
の
島
選
挙
を
や
ら

な
い
の
か
伺
う
。

町
長
２
年
前
の
選
挙
で

北
の
江
の
島
事
業
を
大
き

な
柱
の
一
つ
と
し
て
掲
げ

た
。
事
業
を
強
く
押
し
進

め
る
こ
と
が
、
課
せ
ら
れ

た
町
長
と
し
て
の
役
割
と

思
っ
て
い
る
。

　
北
の
江
の
島
構
想
（
た

だ
き
台
）
か
ら
６
年
が
経

ち
、
ど
う
町
民
や
関
係
団

体
の
意
見
を
聞
き
入
れ
た

か
。
町
側
主
導
で
不
十
分

で
あ
れ
ば
、
中
止
の
考
え

も
持
つ
べ
き
で
は
。

町
長
拠
点
施
設
は
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
な
施
設
で

あ
り
、
現
時
点
で
、
事
業

中
止
の
考
え
は
な
い
。

再
ラ
ビ
タ
ス
関
係
、
資

材
高
騰
の
中
で
、
こ
の
構

想
が
進
ん
で
い
く
こ
と
は

如
何
な
も
の
か
。
中
止
し

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
改
め

て
、
民
意
を
問
う
た
め
、

問　
北
の
江
の
島
事
業
中
止
の
考
え
は

答　
事
業
中
止
の
考
え
は
な
い

北の江の島拠点：かもめ島外観

側
よ
り
説
明
が
な
い
事
項

が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

町
長
定
例
会
で
は
、
質

問
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
答

弁
申
し
上
げ
た
。
決
算
資

料
で
は
、
全
て
の
公
用
車

の
配
置
状
況
と
異
動
履
歴
、

共
用
車
両
の
11
台
も
明
確

に
記
載
し
て
い
る
。

再
令
和
４
年
６
月
、
共

有
車
両
が
、
か
も
め
保
育

園
へ
専
用
車
両
と
し
て

移
っ
た
。
令
和
３
年
度
に

財
政
課
が
管
理
す
る
と
言

い
、
４
か
月
で
、
専
用
車

両
に
な
っ
て
い
る
が
。

財
政
課
長
保
育
所
車
両

に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら

配
置
転
換
に
な
る
こ
と
を

想
定
し
、
資
料
に
も
記
載

さ
れ
て
い
る
。

再
再
意
見
書
に
、
改
め

て
公
用
車
配
置
計
画
を
再

構
築
す
べ
き
と
監
査
委
員

が
述
べ
て
い
る
が
、
ど
う

お
考
え
か
。

副
町
長
公
用
車
リ
ー
ス

契
約
は
計
画
通
り
進
め
る

が
、
増
永
議
員
、
監
査
委

員
か
ら
も
公
用
車
に
関
し

ご
指
摘
を
受
け
、
町
と
し

て
も
尊
重
し
捉
え
る
。

　
公
用
車
リ
ー
ス
に
つ
い

て
、
個
人
と
し
て
住
民
監

査
請
求
を
し
た
が
却
下
と

な
り
、
監
査
委
員
の
理
由

を
読
む
と
、
車
両
の
配
置

の
見
直
し
等
々
、
な
ぜ
町

問　
公
用
車
リ
ー
ス
説
明
不
足
で
は

答　
質
問
趣
旨
に
対
し
簡
潔
に
答
弁
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「
開
陽
丸
遺
跡
・
引
揚

遺
物
保
存
活
用
検
討
委
員

会
」の
初
会
合
で
、積
も
っ

た
泥
や
網
を
外
し
、
船
体

を
水
中
撮
影
し
て
Ｃ
Ｇ
の

立
体
映
像
を
制
作
し
、
長

期
間
保
存
の
た
め
に
シ
ー

ト
と
砂
に
よ
る
埋
め
戻
し

を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

　
近
年
、
遺
跡
は
文
化
遺

産
と
し
て
、
い
か
に
観
光

資
源
に
活
用
出
来
る
か
に

焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

現
地
の
海
中
で
実
際
に
見

せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
か

検
討
・
議
論
し
た
か
を
伺

う
。教

育
長
令
和
５
年
度
か

ら
奈
良
文
化
財
研
究
所
の

「
日
本
に
お
け
る
水
中
遺

跡
保
護
体
制
の
整
備
充
実

に
関
す
る
調
査
研
究
事

業
」
に
関
す
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
で
、
船
体
や
引
揚

遺
物
の
保
存
環
境
や
劣
化

等
を
分
析
し
て
い
る
。

　
今
後
の
保
存
・
活
用
の

在
り
方
や
、
遺
跡
・
遺
物

の
価
値
を
高
め
る
た
め
の

具
体
的
な
検
討
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
専
門
家

や
学
識
経
験
者
で
構
成
す

も
如
何
に
観
光
に
繋
げ
る

か
と
い
う
議
論
に
な
っ
て

い
る
は
ず
。
江
差
で
先
進

的
な
事
例
で
も
あ
り
、
全

庁
的
に
取
り
組
む
よ
う
な

委
員
会
の
設
定
の
仕
方
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
如
何
か
。

教
育
長
検
討
委
員
会
の

役
割
は
、
文
化
庁
の
水
中

考
古
に
関
す
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
を
、
文
化
財
研
究

所
が
請
負
い
、
水
中
考
古

の
保
存
・
活
用
を
す
る
こ

と
。
保
存
と
活
用
と
い
う

言
葉
が
、
と
も
す
れ
ば
物

を
使
っ
て
様
々
な
人
を
呼

び
込
む
こ
と
と
な
る
。

　
価
値
を
高
め
る
、
磨
き

を
か
け
る
、
発
信
す
る
と

い
う
こ
と
が
文
化
財
行
政

の
中
で
の
保
存
、
あ
る
い

は
活
用
と
い
う
言
葉
に
括

ら
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
今
回
国
が
委
託

し
た
事
業
の
成
果
を
し
っ

か
り
出
す
こ
と
を
、
教
育

委
員
会
で
注
力
し
て
い
く

の
で
、
ご
理
解
願
う
。

取
る
か
伺
う
。

追
分
観
光
課
長
個
人
客

の
移
動
は
公
共
交
通
機
関

の
他
、
私
用
車
、
レ
ン
タ

カ
ー
が
多
い
状
況
で
あ
り
、

団
体
客
は
、
旅
行
会
社
の

方
へ
の
誘
客
と
し
て
近
隣

自
治
体
と
連
携
し
誘
客
を

図
っ
て
き
と
こ
ろ
。

　
現
在
の
観
光
客
の
形
態

は
、
ネ
ッ
ト
を
検
索
し
て

旅
行
計
画
を
立
て
る
方
が

多
い
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
含
め
て
観
光
、

体
験
情
報
、
滞
在
時
間
に

基
づ
く
周
遊
コ
ー
ス
な
ど

の
旅
前
情
報
を
充
実
さ
せ

て
い
く
。
そ
の
上
で
追
分

観
光
課
が
所
管
と
な
り
、

町
内
の
各
種
団
体
を
巻
き

込
ん
だ
戦
略
が
必
要
と
な

り
、
江
差
観
光
み
ら
い
機

構
と
連
携
し
取
り
組
む
。

む
か
伺
う
。

町
長
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
個
人
型

の
通
過
型
観
光
が
多
く
な

り
、「
第
６
次
総
合
計
画
」

策
定
時
と
現
状
が
少
し
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
今
後
の
観
光
戦
略
に
向

け
て
は
、
函
館
市
や
道
南

圏
の
方
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
北
の
江
の
島
構
想
に

よ
る
道
の
駅
を
拠
点
と
し

な
が
ら
、
街
中
を
周
遊
す

る
仕
組
み
を
構
築
し
、
第

６
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
や
第
３
期
総
合
戦
略

な
ど
に
反
映
し
、
通
年
戦

略
と
な
る
様
取
り
組
む
。

　
そ
の
上
で
、
江
差
観
光

み
ら
い
機
構
を
中
核
機
関

と
し
、
行
政
、
各
団
体
が

連
動
す
る
体
制
を
構
築
さ

せ
、
地
域
活
性
化
に
繋
が

る
よ
う
取
り
組
む
。

再
交
通
手
段
、
ル
ー
ト
、

滞
在
時
間
に
基
づ
く
具
体

的
な
コ
ー
ス
設
定
や
戦
略

が
必
要
と
思
う
。
団
体
客

個
人
客
へ
の
具
体
的
な
戦

略
を
ど
こ
の
部
署
が
ど
う

　
町
の
観
光
行
政
に
つ
い

て
、「
江
差
観
光
み
ら
い

機
構
」
と
関
係
機
関
の
役

割
分
担
に
よ
れ
ば
、
町
役

場
が
観
光
施
策
を
立
案
・

予
算
措
置
を
講
じ
、
町
内

各
団
体
と
連
携
し
て
観
光

を
推
進
す
る
と
し
て
い
る

が
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
計

画
実
行
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
町
全
体
の
通
年
戦
略

が
見
え
て
こ
な
い
。

　
不
特
定
の
観
光
客
誘
致

の
た
め
に
は
、
旅
行
事
業

者
等
を
通
じ
て
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
意
識
し
、
物
語
性
を

理
解
し
て
も
ら
う
戦
略
が

必
要
と
考
え
る
。

　
機
能
的
な
連
携
を
構
築

す
る
た
め
、
組
織
の
在
り

方
を
含
め
て
ど
う
取
り
組

る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

５
月
に
第
１
回
の
委
員
会

を
開
催
し
た
が
、
経
過
や

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
協
議
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ご
指
摘
の
内
容
は
議

論
し
て
い
な
い
。

　
観
光
資
源
と
し
て
の
活

用
は
、
ま
ち
づ
く
り
全
体

の
課
題
と
し
て
、
町
の
関

係
部
局
や
観
光
関
係
者
等
、

別
な
形
で
幅
広
く
議
論
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。

再
検
討
委
員
会
で
学
識

経
験
者
の
知
恵
を
も
ら
い

な
が
ら
、
現
地
に
ど
う

や
っ
て
足
を
運
ん
で
も
ら

え
る
か
、
是
非
観
光
資
源

と
し
て
活
用
で
き
る
方
法

を
探
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
う
が
如
何
か
。

社
会
教
育
課
長
検
討
委

員
会
の
方
々
も
専
門
的
な

知
識
を
お
持
ち
で
あ
り
、

投
げ
掛
け
を
し
て
ご
意
見

を
頂
き
な
が
ら
反
映
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

再
再
検
討
委
員
会
が
発

足
し
、
今
更
難
し
い
が
、

日
本
遺
産
の
検
討
な
ど
で

問　
観
光
客
誘
致
の
た
め
の
通
年
戦
略
は

答　
道
の
駅
を
拠
点
に
周
遊
す
る
仕
組
み
を
構
築

無　
会　
派

議
員

出で
さ
き﨑　

太た
ろ
う郎

出﨑　太郎議員

問　
開
陽
丸
を
海
中
で
見
る
方
法
を
議
論
し
た
か

答　
検
討
委
員
会
で
は
議
論
し
て
い
な
い

いにしえ街道ＭＡＰ
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学
省
に
お
い
て
留
意
事
項

が
公
表
さ
れ
、
本
年
３
月

に
は
利
用
目
的
の
特
定
と

明
示
が
必
須
と
さ
れ
た
改

訂
版
が
公
表
さ
れ
た
。
こ

の
留
意
事
項
に
基
づ
き
、

個
人
情
報
に
関
す
る
利
用

目
的
を
特
定
し
、
明
示
し

た
案
を
既
に
作
成
し
た
。

　
関
係
機
関
と
協
議
を
経

た
上
で
、
今
学
期
中
に
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、
保

存
伝
承
と
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
年
の
第
60
回
記
念
大

会
を
通
じ
て
、
追
分
の
気

運
醸
成
を
図
る
事
業
を
展

開
す
る
と
共
に
、
決
選
会

は
、
町
民
を
入
場
無
料
と

し
、
追
分
を
堪
能
出
来
る

内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

　
町
の
宝
・
江
差
追
分
を

後
世
に
継
承
出
来
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
小
中
学
校
で
は
、
学
習

用
端
末
が
配
布
さ
れ
、
民

間
業
者
の
学
習
用
ア
プ
リ

に
よ
り
生
徒
児
童
氏
名
や

テ
ス
ト
結
果
な
ど
の
デ
ー

タ
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
昨
年
４
月
施

行
の
改
正
個
人
情
報
保
護

法
で
、
自
治
体
に
義
務
づ

け
ら
れ
た
利
用
目
的
の
特

定
を
明
示
し
て
い
な
い
事

例
が
数
多
く
あ
る
と
伺
っ

て
い
る
が
、
江
差
町
に
お

け
る
対
応
を
伺
う
。

教
育
長
改
正
法
で
は
、

個
人
情
報
の
利
用
目
的
の

特
定
と
明
示
が
自
治
体
に

義
務
付
け
ら
れ
、
教
育
委

員
会
も
同
様
と
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
文
部
科

　
「
江
差
追
分
に
町
民
み

ん
な
で
親
し
も
う
条
例
」

は
平
成
29
年
に
施
行
さ
れ

た
が
、
あ
ま
り
活
か
さ
れ

て
い
な
い
様
に
感
じ
る
。

　
９
月
に
は
第
60
回
と
い

う
節
目
の
全
国
大
会
が
あ

る
。
条
例
を
活
か
し
江
差

町
民
の
間
で
、
少
し
づ
つ

気
運
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
如
何
か
。

町
長
本
条
例
の
趣
旨
と

し
て
、
町
内
一
丸
と
な
り

江
差
追
分
の
普
及
、
保
存

伝
承
及
び
発
信
に
努
め
る

こ
と
を
目
的
に
制
定
し
た
。

町
と
し
て
は
、
出
前
講
座

の
開
催
、
江
差
追
分
授
業

を
実
施
し
、
江
差
追
分
会

で
は
、
全
国
大
会
の
開
催

の
他
、
研
修
会
や
セ
ミ

問　
学
習
用
端
末
に
関
す
る
個
人
情
報
保
護
は

問　
江
差
追
分
条
例
を
活
用
し
気
運
醸
成
を

答　
改
正
法
の
留
意
事
項
に
基
づ
き
対
応
す
る

答　
町
の
宝
を
後
世
に
継
承
を
努
め
る

体
力
向
上
に
向
け
、
体
育

指
導
経
験
が
豊
富
な
教
員

を
重
点
的
に
配
置
し
、
授

業
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

る
と
こ
ろ
。

　
町
教
委
で
は
、
年
２
回
、

全
児
童
生
徒
を
対
象
に

「
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
食

事
の
回
数
や
、
家
庭
学
習

状
況
、
睡
眠
時
間
等
を
把

握
、
生
活
改
善
や
学
校
の

指
導
に
活
用
し
て
い
る
。

　
基
本
的
な
生
活
習
慣
は
、

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に

は
欠
か
せ
ず
、
取
り
組
み

の
充
実
を
図
る
。

　
全
国
体
力
テ
ス
ト
に
つ

い
て
、
今
年
道
内
で
は
檜

山
の
男
女
共
小
学
５
年
生

は
、
全
国
平
均
か
ら
も
好

成
績
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
学
は
、
道
内
で
十
勝

が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

お
り
、
十
勝
で
は
、
児
童

生
徒
の
食
生
活
改
善
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。
中
学
校
で
体
力
が

伸
び
悩
ん
で
お
り
、
体
力

向
上
に
向
け
、
基
本
的
な

生
活
習
慣
を
確
立
す
る
た

め
の
対
応
が
必
要
と
考
え

る
が
如
何
か
。

教
育
長
全
国
体
力
テ
ス

ト
に
つ
い
て
、
道
内
は
小

学
生
は
高
め
の
結
果
で
あ

る
が
、
中
学
生
は
全
国
平

均
を
下
回
り
、
中
学
生
の

問　
生
徒
の
体
力
向
上
に
生
活
習
慣
の
確
立
を

答　
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
実
施

無　
会　
派

議
員

塚つ
か
も
と本　

　
眞ま

こ
と

塚本　　眞議員

山
振
興
局
の
職
員
で
現
地

の
支
援
活
動
を
行
っ
た
。

　
派
遣
職
員
は
、
避
難
所

巡
回
な
ど
多
く
の
場
面
で

市
民
や
職
員
と
接
し
、
車

で
寝
食
す
る
な
ど
、
得
難

い
日
々
を
体
験
し
帰
町
し

た
。
全
派
遣
職
員
の
連
絡

調
整
を
当
町
が
担
い
、
改

め
て
後
方
支
援
体
制
の
重

要
性
を
認
識
し
た
。

　
今
後
、
災
害
派
遣
職
員

の
体
験
報
告
会
を
開
催
す

る
方
向
で
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
る
。

　
能
登
半
島
地
震
発
生
か

ら
半
年
に
な
る
。

　
町
か
ら
被
災
地
へ
の
支

援
の
為
、
派
遣
し
た
職
員

が
い
る
が
、
現
地
に
出
向

き
、
状
況
を
見
て
人
と
ふ

れ
あ
い
、
支
援
活
動
を
し

た
方
は
感
じ
方
が
違
う
と

思
う
。
避
難
所
で
の
困
り

事
、
生
活
実
態
、
行
政
側

の
対
応
な
ど
、
実
際
に
体

験
し
た
こ
と
は
何
よ
り
の

教
訓
で
あ
り
、是
非
、「
エ

コ
ー
」
を
会
場
に
報
告
会

を
開
催
し
て
は
如
何
か
。

町
長
被
災
し
た
友
好
都

市
「
珠
洲
市
」
を
支
援
す

る
た
め
、
１
月
20
日
ま
で

は
町
単
独
、
３
月
29
日
ま

で
は
檜
山
町
村
会
が
主
体

と
な
り
、
管
内
６
町
と
檜

問　
災
害
派
遣
職
員
体
験
報
告
会
の
開
催
を

答　
開
催
す
る
方
向
で
検
討

無　
会　
派

議
員

小こ
う
め梅　

洋ひ
ろ
こ子

小梅　洋子議員

小中学校で使用される学習用端末

昨年全国大会一般優勝者の唄
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日
本
共
産
党

議
員

小お
の
で
ら

野
寺　
真ま

こ
と

小野寺　真議員

の
保
険
料
で
あ
り
、
介
護

給
付
費
が
多
い
の
が
要
因

だ
が
反
面
、
町
内
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
整
っ
て
い
る

証
拠
。
今
後
も
持
続
可
能

な
制
度
運
用
を
努
め
る
。

　
介
護
予
防
は
、
先
進
地

域
情
報
を
参
考
に
、
互
助

体
制
構
築
を
検
討
す
る
。

再
七
飯
町
の
介
護
事
業

視
察
は
是
非
具
体
に
進
め

て
ほ
し
い
。
ま
た
七
飯
町

は
、
互
助
に
公
助
を
含
め

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
町
の
公
助
の
考
え
は
。

　
制
度
の
根
幹
的
に
見
直

さ
な
い
限
り
改
善
は
な
い
。

国
に
町
民
の
声
を
代
表
し
、

改
善
を
求
め
る
事
が
必
要

で
は
。

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長
七

飯
視
察
に
向
け
進
め
る
。

　
互
助
と
公
助
は
双
方
で

進
め
る
こ
と
が
必
要
。

町
長
制
度
の
運
用
は
、

町
単
独
で
は
限
界
、
ど
う

持
続
可
能
な
制
度
と
す
る

か
、
国
で
考
え
て
頂
き
た

い
と
い
う
こ
と
も
、
町
村

会
を
通
じ
挙
げ
て
い
く
。

　
町
の
介
護
保
険
料
は
道

内
最
高
の
７
，
２
２
０
円

に
な
っ
た
。
国
は
財
政
負

担
を
減
ら
そ
う
と
市
町
村

へ
押
し
付
け
よ
う
と
し
て

い
る
。
国
に
対
し
介
護
保

険
制
度
の
抜
本
的
見
直
し

を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
併
せ
て
、
介
護
予
防
等

に
よ
り
積
極
的
な
取
組
み

を
求
め
て
い
き
た
い
。
い

つ
ま
で
も
互
助
任
せ
で
は

続
か
な
い
。
制
度
の
中
の

介
護
予
防
関
係
で
総
合
事

業
が
あ
り
、
自
治
体
独
自

の
創
意
工
夫
の
余
地
が
あ

る
が
難
し
い
課
題
も
あ
る
。

先
行
で
取
り
組
む
七
飯
町

を
研
究
す
る
価
値
は
あ
る

と
思
う
が
如
何
か
。

町
長
当
町
は
全
道
１
位

緑丘に出没したヒグマ

問　
介
護
予
防
等
積
極
的
な
取
り
組
み
を

答　
先
進
的
地
域
の
情
報
を
参
考
に
検
討

　
江
差
あ
す
な
ろ
福
祉
会

の
知
的
障
が
い
者
に
不
妊

処
置
を
求
め
て
い
た
問
題

を
受
け
、
第
１
期
障
が
い

福
祉
プ
ラ
ン
計
画
を
作
り
、

障
が
い
者
の
意
思
尊
重
、

支
援
体
制
づ
く
り
、
会
議

の
参
画
が
う
た
わ
れ
た
が
、

会
議
は
ど
の
程
度
開
催
さ

れ
る
の
か
。

　
国
は
、
地
域
の
様
々
な

関
係
機
関
が
連
携
し
、
障

が
い
者
の
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
を
支
援
す
る
と
う

た
う
が
、
解
決
に
な
ら
な

い
。
国
の
財
政
支
援
と
該

当
法
人
の
積
極
的
な
施
策

が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長
意
思
決
定
支
援
会

議
は
、
あ
す
な
ろ
福
祉
会

が
選
任
す
る
意
思
決
定
支

援
責
任
者
か
ら
、
町
に
対

す
る
開
催
の
通
知
に
よ
り

参
加
す
る
が
、
今
の
と
こ

ろ
通
知
は
な
い
。

　
基
本
的
な
対
応
と
し
て

国
の
通
知
に
よ
り
、
事
業

者
側
の
留
意
事
項
も
示
さ

れ
た
。
町
と
し
て
も
、
支

援
会
議
に
参
画
、
協
議
し
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能

な
の
か
判
断
が
必
要
と
な

る
。

　
障
が
い
者
の
希
望
を
踏

　
多
く
の
自
治
体
で
、
町

内
会
や
各
種
団
体
が
実
施

す
る
活
動
支
援
策
と
し
て
、

公
用
車
無
償
貸
し
付
け
を

実
施
し
て
い
る
。
町
で
も
、

財
務
規
則
に
貸
付
規
定
が

あ
り
、
江
差
町
物
品
貸
付

要
綱
も
あ
る
。
貸
し
出
し

の
実
績
が
あ
る
の
か
。
ま

た
、
な
い
場
合
、
他
の
自

治
体
の
事
例
も
参
考
に
公

用
車
の
貸
し
出
し
を
進
め

る
か
伺
う
。

　
①
今
年
の
ヒ
グ
マ
状
況

は
。
②
緑
丘
区
域
民
地
の

樹
木
の
実
が
落
ち
る
と
、

一
層
ヒ
グ
マ
が
出
没
す
る
。

所
有
者
に
枝
の
伐
採
等
促

す
な
ど
の
対
策
は
。

町
長
①
出
没
４
件
。
４

月
メ
ス
１
頭
駆
除
。
②
緑

丘
地
区
の
樹
木
は
、
民
地

に
多
く
自
生
。
所
有
者
へ

相
談
を
行
い
、
適
切
に
伐

採
・
枝
打
ち
に
取
り
組
む
。

再
秋
に
備
え
、
即
刻
事

業
の
具
体
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

産
業
振
興
課
参
事
随
時

ま
え
、
支
援
を
地
域
で
構

築
す
る
た
め
に
は
、
国
に

お
い
て
支
援
体
制
の
構
築

や
、
制
度
、
財
政
措
置
を

行
う
こ
と
が
、
障
が
い
者

の
子
育
て
の
支
援
を
推
進

す
る
た
め
に
、
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

再
意
思
決
定
支
援
会
議

の
中
で
は
、
当
然
障
が
い

者
本
人
や
保
護
者
も
出
席

す
る
。
制
度
、
相
談
、
個

別
計
画
、
支
援
計
画
等
を

含
め
、
本
人
家
族
と
も
に

き
ち
ん
と
理
解
出
来
る
よ

う
、
研
修
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
中
身
も
習
得
し
、
町

と
し
て
丁
寧
に
支
援
し
て

い
く
。
説
明
責
任
は
、
該

当
法
人
だ
け
で
は
な
く
町

に
も
求
め
ら
れ
る
と
思
う

が
如
何
か
。

副
町
長
法
人
か
ら
開
催

依
頼
が
来
る
来
な
い
に
関

わ
ら
ず
、
当
町
施
設
か
ら

端
を
発
し
、
全
道
、
国
ま

で
い
っ
た
動
き
で
あ
る
。

　
支
援
会
議
に
つ
い
て
は
、

檜
山
振
興
局
、
町
内
事
業

所
、
社
会
福
祉
法
人
含
め
、

今
回
の
通
達
も
含
め
、
ま

ず
話
し
合
い
の
場
面
を
作

る
所
か
ら
動
き
出
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

町
長
貸
し
出
し
実
績
は

な
く
、
公
用
車
貸
出
し
専

用
の
要
綱
も
な
い
。
公
用

車
を
貸
し
出
す
場
合
、
規

則
・
要
綱
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
り
、
別
途
、
専
用

規
程
の
整
備
が
必
要
。

　

公
用
車
貸
し
出
し
は
、

他
自
治
体
の
先
行
事
例
か

ら
、
制
度
設
計
や
課
題
等

の
情
報
収
集
に
取
り
組
み
、

そ
の
う
え
で
判
断
し
て
い

く
。

執
行
し
て
ま
い
り
た
い
。

再
再
肝
心
の
伐
採
の
手

立
て
は
ど
う
す
る
か
。

産
業
振
興
課
参
事
候
補

地
を
確
認
し
、
早
急
に
伐

採
・
枝
打
ち
を
進
め
る
。

問　
障
が
い
者
が
理
解
出
来
る
説
明
や
支
援
を

答　
説
明
や
支
援
の
場
面
を
作
る
所
か
ら
始
め
る

問　
公
用
車
の
貸
し
出
し
実
績
は

答　
実
績
は
無
く
専
用
規
程
必
要

問　
今
年
の
ヒ
グ
マ
の
状
況
は

答　
４
月
メ
ス
１
頭
駆
除
し
た
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て
お
り
、
現
在
地
以
外
で

の
整
備
も
含
め
て
、
内
部

で
検
討
を
し
て
い
る
。

　
施
設
統
廃
合
の
検
討
は

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ

り
、
７
月
上
旬
頃
を
目
途

に
考
え
方
を
議
員
の
皆
様

に
示
し
て
ま
い
り
た
い
。

再
地
域
か
ら
子
供
の
姿

や
声
が
聞
こ
え
な
く
な
る

こ
と
は
寂
し
い
こ
と
で
、

行
政
的
に
元
気
、
寂
し
く

な
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
も
、

考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
が
如
何
か
。

副
町
長
現
時
点
で
の
考

え
方
を
、
７
月
上
旬
頃
を

目
途
に
示
す
。
議
員
の
皆

様
、
更
に
保
護
者
、
地
域

の
ご
意
見
ご
質
問
を
踏
ま

え
、
議
会
と
決
定
し
て
い

き
た
い
。
連
動
し
た
形
で

進
め
さ
せ
て
頂
く
。

マ
ス
ト
の
脚
や
、
ヤ
ー
ド

接
合
付
近
の
多
く
で
塗
膜

の
劣
化
や
層
状
の
錆
が
発

生
し
、
著
し
い
腐
食
に
伴

い
、
穴
が
開
く
箇
所
が
み

ら
れ
る
と
の
調
査
報
告
が

あ
っ
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
可
能
な
限
り
早
い
段

階
で
、
改
修
計
画
策
定
に

向
け
た
考
え
方
を
示
し
た

い
。
改
修
に
は
多
額
の
費

用
が
か
か
り
、
文
化
庁
や

国
土
交
通
省
の
補
助
な
ど

財
源
調
達
な
ど
も
含
め
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

再
東
京
都
日
野
市
に
、

土
方
歳
三
記
念
館
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
親
類
が
住
ん
で

い
る
。
開
陽
丸
に
非
常
に

関
わ
り
が
深
い
。
日
野
市

と
連
携
し
た
事
業
要
請
を

図
る
こ
と
は
出
来
な
い
か

伺
う
。

町
長
議
員
ご
指
摘
の
連

携
、
特
に
土
方
氏
を
軸
と

い
う
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り

踏
ま
え
、
開
陽
丸
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
２
つ
。
地
域
住
民
と
の

懇
談
会
、
説
明
会
が
行
わ

れ
た
が
、
内
容
が
議
会
に

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
が
。

　
３
つ
。
こ
の
事
業
を
通

じ
、
町
が
特
に
長
年
の
懸

案
課
題
が
解
決
さ
れ
、
地

域
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
る
事
業
な
ど
を
、
国
に

要
請
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
４
つ
。
道
の
駅
構
想
と

の
関
連
性
は
、
今
段
階
で

は
少
な
い
と
考
え
る
が
、

要
請
す
る
べ
き
案
件
は

し
っ
か
り
検
討
、
整
理
さ

れ
、
議
会
と
協
議
を
す
べ

き
と
思
う
が
如
何
か
。

町
長
１
つ
目
、
町
は
拠

点
施
設
に
よ
る
交
通
量
増

が
想
定
さ
れ
、
交
差
点
が

Ｔ
字
路
と
な
る
様
要
請
。

国
か
ら
は
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
化
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　
２
つ
目
、
国
の
発
表
を

受
け
、
昨
年
12
月
に
全
員

協
議
会
で
説
明
、
同
日
夜

に
、
姥
神
津
花
地
区
の
住

民
を
対
象
に
説
明
会
を
開

催
し
た
。

　
３
点
目
、
交
差
点
改
良

　
か
も
め
島
入
口
交
差
点

は
、
極
め
て
重
要
な
交
差

点
で
あ
り
、
急
カ
ー
ブ
対

策
の
道
路
改
良
で
は
な
く
、

歴
史
の
重
み
、
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
な
要
素
を
考
慮

し
た
事
業
を
立
案
し
、
国

へ
要
請
す
べ
き
と
提
案
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
あ
る
日
突
然
、

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
の
話

を
聞
き
、
あ
の
場
所
に
な

ぜ
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

町
民
の
批
判
も
あ
り
、
そ

の
起
因
は
情
報
公
開
の
少

な
さ
と
考
え
る
。

　
４
点
質
問
す
る
。

　
１
つ
。
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
構
想
は
、
町
側
か
ら

の
要
請
か
、
国
側
か
ら
の

提
案
か
。

問　
道
路
改
良
と
合
わ
せ
特
徴
的
な
事
業
要
請
を

答　
重
要
性
を
認
識
し
国
に
要
請
し
て
い
く

開陽丸記念館等外観

室井　正行議員

自
由
民
主
党

議
員

室む
ろ
い井　

正ま
さ
ゆ
き行

が
完
了
し
た
後
で
も
、
運

用
面
で
の
課
題
や
地
域
か

ら
の
要
望
が
あ
る
場
合
は
、

必
要
な
対
応
を
要
請
し
て

ま
い
り
た
い
。

　
４
つ
目
、
拠
点
施
設
整

備
に
お
い
て
は
、
動
線
の

観
点
か
ら
配
置
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
連
携
し
整

備
を
行
っ
て
い
く
。
か
も

め
島
い
に
し
え
街
道
を
結

ぶ
接
点
と
し
て
の
重
要
性

も
認
識
し
て
お
り
、
国
に

要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
議
会
へ
説
明
協
議
の
場

も
作
っ
て
ま
い
り
た
い
。

再
先
頭
に
立
つ
人
が
意

識
を
持
ち
、
し
っ
か
り
説

明
出
来
る
よ
う
な
心
構
え

が
必
要
と
思
う
が
如
何
か
。

副
町
長
今
現
在
考
え
る

構
想
を
、
議
員
に
対
し
情

報
提
供
す
る
場
面
を
持
ち

た
い
と
考
え
て
い
る
。

再
再
前
向
き
に
常
に
、

町
民
の
こ
と
考
え
、
ど
ん

ど
ん
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
ほ

し
い
と
思
う
。
担
当
課
長

へ
決
意
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
与
え
ら
れ
た
職
責
を
果

た
し
、
ま
ち
づ
く
り
振
興

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
水
堀
、
日
明
保
育
園
は
、

外
観
上
老
朽
化
が
見
ら
れ

る
が
長
寿
命
化
改
修
計
画

に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
今
後
、
ど
の
様
な
対
応

を
図
る
か
、
考
え
を
伺
う
。

町
長
昨
年
の
保
護
者
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
で
は
、「
別

な
地
区
に
統
合
」
と
い
う

意
見
が
半
数
以
上
を
占
め

　
昨
年
強
風
に
依
り
、
マ

ス
ト
の
ト
ッ
プ
ヤ
ー
ド
が

破
損
し
、
令
和
６
年
第
２

回
臨
時
会
で
応
急
処
置
予

算
を
可
決
。
工
事
を
終
え

た
が
、
今
後
さ
ら
に
大
規

模
被
害
が
発
生
す
る
可
能

性
は
十
分
あ
る
。

　
開
陽
丸
記
念
館
と
連
動

し
、
隣
接
し
て
道
の
駅
計

画
が
あ
り
、
改
修
工
事
は

調
査
か
ら
事
業
着
手
、
完

成
ま
で
、
大
き
な
事
業
費

が
必
要
と
な
る
。

　
全
力
を
挙
げ
、
早
期
に

良
い
方
向
を
、
町
民
に
示

し
て
ほ
し
い
が
如
何
か
。

町
長
目
視
調
査
の
結
果
、

問　
水
堀
、
日
明
保
育
園
の
老
朽
化
対
策
は

答　
７
月
上
旬
を
目
途
に
議
員
へ
考
え
を
示
す

問　
開
陽
丸
記
念
館
改
修
の
方
向
性
は

答　
改
修
計
画
策
定
の
考
え
方
を
早
期
に
示
す
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無　
会　
派

議
員

田た
ば
た畑

豊と
よ
と
し利

田畑　豊利議員

　
マ
チ
の
発
展
三
大
要
素

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
、
人
・

モ
ノ
・
お
金
を
い
か
に
増

や
す
か
。
照
井
町
長
の
真

骨
頂
で
あ
る
三
大
政
策
、

北
の
江
の
島
構
想
・
日
本

遺
産
事
業
・
日
本
で
最
も

美
し
い
村
事
業
は
い
ず
れ

も
絵
に
描
い
た
餅
で
あ
り
、

成
果
ゼ
ロ
、
む
し
ろ
マ
イ

ナ
ス
が
増
加
し
た
。

　
町
長
に
江
差
町
の
ガ
パ

ナ
ン
ス
能
力
は
な
い
。
９

月
第
３
回
江
差
町
定
例
議

会
ま
で
に
、
出
処
進
退
を

決
断
す
べ
き
と
考
え
る
が

如
何
か
。

町
長
町
長
と
し
て
の
任

期
を
し
っ
か
り
と
全
う
す

る
所
存
で
あ
る
。

問　
出
処
進
退
決
断
を

答　
任
期
を
全
う
す
る

議　　　件　　　名

増
永　
一
彦

大
門　
和
幸

田
畑　
豊
利

出
﨑　
太
郎

西
海
谷　
望

小
梅　
洋
子

室
井　
正
行

小
野
寺　
真

飯
田　
隆
一

打
越
東
亜
夫

塚
本　
　
眞

採決
結果

議案第６号 令和６年度江差町一般会計補正予算（第６号）について ○ ○ × 早
退○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第５号 北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更について ○ ○ ○ 早
退○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

発議第１号 食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書の
提出について ○ ○ ○ 早

退× ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

発議第２号 日本政府に核兵器禁止条約の参加・署名・批准を求める意見書
の提出について ○ × ○ 早

退○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

発議第５号
道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改定版）を抜
本的に見直しすべての子どもにゆたかな学びを保障する高校教
育を求める意見書の提出について

○ ○ ○ 早
退○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第７号 令和６年度北海道最低賃金改正等に関する意見書の提出について ○ × ○ 早
退× × × ○ ○ ○ ○ 可決

発議第９号 訪問介護報酬引き下げの撤回を求める意見書の提出について ○ × ○ 早
退× ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

（〇：賛成　　×：反対）
第２回江差町議会定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

出欠状況をお知らせします！出欠状況をお知らせします！
令和 6 年 4 月 1 日から 6 月 30 日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

○：出席　▲：欠席（公務）　●：欠席（中の数字：1 傷病・2 出産・3 育児・4 看護・5 介護・6 私用）

会 　 議 　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員 委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員 委  員
小
野
寺
　
真

出
﨑
　
太
郎

打
越
東
亜
夫

増
永
　
一
彦

塚
本
　
　
眞

大
門
　
和
幸

西
海
谷
　
望

飯
田
　
隆
一

室
井
　
正
行

小
梅
　
洋
子

田
畑
　
豊
利

萩
原
　
　
徹

第 3 回臨　時　会 5月29日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 2 回定　例　会 6月18日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第４回全員協議会 5月29日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第５回全員協議会 6月 4日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❻ ○ ○ ○

総務産業常任委員会
5月15日 ○ ○ ❶ ○ ○
6月 6日 ○ ○ ○ ○ ○

社会文教常任委員会 5月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ❻

議会広報特別委員会
4月 8日 ○ ○ ○ ○ ○
4月15日 ○ ○ ○ ○ ○

議 会 運 営 委 員 会
5月27日 ○ ❻ ○ ○ ○ ○
6月 7日 ○ ○ ○ ○ ○ ❻

江差町議会だより11

定

例

会

議
案
審
議

行
政
報
告

一
般
質
問

臨

時

会

委

員

会



「道の駅いわて北三陸」外観 屋内施設中央にあるすべり台 屋内施設見学の様子

　社会文教常任委員会（大門和幸委員長）は、令和５年第３回定例会で事務調査をおこし、担当課からの説明を求め、
先進地行政視察（岩手県久慈市　道の駅いわて北三陸）を実施し、調査をした結果について次のとおり報告した。

■調査の目的
　　新しい道の駅が建設される江差町のシンボル・かもめ島は、「歴史」「伝説」「景観」など、様々な魅力が多いスポッ

トであり、江差町の歴史はかもめ島から始まったと言っても過言ではない。かもめ島をはじめとした江差町の
歴史的背景から、多くの文化遺産や歴史的建造物を有し、日本遺産に認定されるなど、町内・道内のみならず
価値が広く認められている。

　　北の江の島拠点施設（道の駅）の整備基本計画では、『エエ町、江差で、エエ時間　親子のたまりば・かもめ
島』をコンセプトに、道南エリア満足度ナンバーワンの「道の駅」を目標としている。計画の方針の一つに、『多
様な交流でつながり、子育てしやすい施設であること』を基本に、“親子のたまりば”とした江差町の“のびのび
子育て”応援の中心施設として、町民同士が交流し、子育てしやすい環境を提供すると謳われている。

　　当委員会とすると、道の駅が“親子のたまり場” としてどのような施設が望ましいのか、地域に根差し、親子
連れにとって満足度ナンバーワンの道の駅にするため、「親子で楽しめる健康的な空間づくり」として調査を立
ち上げ検討を重ねてきた。

　　ニシンの繁栄で「江差の５月は江戸にもない」と謳われたかもめ島が、もう一度賑わいのあるランドマーク
となることを願い、調査結果について意見を付して報告する。

■調査の結果・意見
　１．子どもの施設配置について
　　・視察先施設では、子どもが遊ぶ姿をどこからでも見守れるという観点から、屋内施設中央にキッズスペー

スを設け、親以外でも「みんなで子どもを見る・育てる」という意識や意味を持たせていた。
　　・拠点施設においても屋内キッズスペースを配置する予定となっており、子育てしやすい施設、子どもの安

全性を担保できるような施設配置を配慮する必要がある。併設予定の施設との動線が出来ること、来場す
る大人の目が行き届き、危険を未然に防ぐことが出来る施設配置となる様、検討いただきたい。

　２．子育て支援の充実について
　　・視察先施設のコンセプトのひとつが「子どもが楽しく遊べる秘密基地」であり、遊具にも工夫が見られ、

子どもの冒険心を煽る施設であった。また、子ども用トイレや授乳室、オムツ交換スペース、オムツの自
動販売機もあり、小さなお子様連れの来客者も安心して長い時間を過ごせる様、配慮された施設であるこ
とが伺えた。

　　・『北の江の島拠点施設整備基本計画』では子育て応援の中心施設として位置付けている。安心して長い時間
過し、またここに訪れたいと思われる“親子たまりば”を目指し、親子に手厚い施設となる様検討いただきた
い。

　３．施設の安全防災対策について
　　・施設の地震対策としては、耐震性の高い建物とすることはもちろん、専門家や有識者等の意見を取り入れ、

地震による施設被害や物品倒壊等による人的被害を最小限に抑える施設設計とすることが重要と考える。
　　・津波対策としては、避難経路や避難場所の設置、さらには津波警報システムの導入など、津波への備えが

必要である。建物自体の高さや構造も津波に対する耐性を考慮すると共に、地震・津波発生時の避難経路
や避難場所を明確に示し、定期的に従業員や利用者への避難訓練を徹底実施することが必要である。

　４．施設の建設資材及び再生可能エネルギーの活用について
　　・拠点施設の設計はこれからとなるが、資材に木材を使う場合においては、道産材を使い、地産地消となる

よう考慮いただきたい。
　　・当町も令和５年３月に『江差町地域再エネマスタープラン』を策定し、地域脱炭素社会実現へ指針を定めた

ところであり、風力や太陽光といった再生可能エネルギーの活用を積極的に推進していくことが望ましい。

社会文教常任委員会
『親子で楽しめる健康的な空間づくりに関する事務調査』
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全員協議会を開催しました！
●　第４回全員協議会（５月２９日）
　・江差マース本格運行について
　・伝統文化のまちづくり共創型空港アクセス改善プロジェクト
　　について
　・江差町再生可能エネルギー事業の推進と地域との共生に関す
　　る条例の制定及びゼロカーボン推進業務について
　・珠洲市への災害義援金の取扱いについて
●　第５回全員協議会（６月４日）
　・コミュニティプラザえさし「エコー」の消防用設備の追加整備について

　
５
月
29
日
に
第
３
回
臨
時
会
が
行
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、
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般
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の
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正
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な
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、
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。

　
【
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会
】　　
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　町民の皆様にとってより身近な議会を目指し、
江差町議会をＹｏｕＴｕｂｅで配信するために、
現在準備を進めております。
　現状、９月定例会で配信を開始する予定です
が、ＹｏｕＴｕｂｅ配信に関する詳細について
は、追って町広報等でお知らせする予定です。

予 告 　

　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴すること
ができます。
　皆様の傍聴をお待ちしております。

みんなみんなのの議会 傍聴議会 傍聴しませんかしませんか
次の定例会は次の定例会は９９月月です。です。
日程は、町広報紙やホームページで日程は、町広報紙やホームページで
お知らせします。お知らせします。

議会YouTube配信について議会YouTube配信について
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この用紙は、原材料の一部に
道産間伐材を使用しています
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江差町議会だより

議会からのお願い　議会だより取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

議会の動き議会の動き
◆議会広報特別委員会
◆議会広報特別委員会
◆檜山町村議長会定例議長会
　　　　　　　　　　　　（江差町：議長）
◆道南林活議連総会及び研修会（出席３名）

◆総務産業常任委員会
◆コミュニティプラザえさし施設見学会
◆社会文教常任委員会
◆議会運営委員会
◆第３回臨時会
◆第４回全員協議会
◆江差町議会議員会総会

◆檜山地域振興協議会総会（議長）
◆第５回全員協議会
◆檜山広域行政組合議会運営委員会
　（小野寺議員）
◆檜山広域行政組合議会第１回臨時会
　（小野寺議員、出﨑議員）
◆総務産業常任委員会
◆議会運営委員会
◆北海道町村議会議長会第７５回定期大会
　（議長出席）
◆第２回定例会
◆檜山地域振興協議会要望会
　（議長・函館市及び札幌市）

４月８日
４月15日
４月22日

４月24日

５月15日
５月16日

５月27日
５月29日

６月３日
６月４日

６月６日
６月７日
６月11日

６月18日
６月26日

〜27日

☆�笑顔が繋ぐ時間　
　射的や缶ぽっくり、塗り絵、折り紙で作ったお魚釣
りなど、沢山の「あそび」が準備され、シニアカレッ
ジの皆さんの笑い声が
響き渡る中、認定こど
も園江差幼稚園の園児
や江差小学校、江差北
小学校の子ども達が、
元気よく遊んでいる様
子は、とても微笑まし
い光景でした。

今 号 の 表 紙

（撮影者：大門　和幸　議会広報特別委員会副委員長）

　　

　４月24日、木古内町中央公民館において、総会及び
研修会が開催され、当議会より塚本議員・大門議員・

出﨑議員が出席しました。
　総会では、塚本議員が議
長の任を受け、議事進行を
務めました。研修会ではコ
ンテナ苗について、２人の
講師より講演がありました。

　５月１６日、エコーのオープン前に、江
差町より当議会へお招きがあり、施設概要
の説明及び施設見学に出席しました。
　また、令和６年６月６日のエコー落成式
式典では、萩原議長が祝辞を述べ、テープ
カットに参列しました。

令和６年度道南地区森林・林業・林産業活性化推進令和６年度道南地区森林・林業・林産業活性化推進
議員連絡会総会及び研修会に出席しました議員連絡会総会及び研修会に出席しました

コミュニティプラザえさし（愛称：エコー）の施設見学会＆落成式に出席しました！コミュニティプラザえさし（愛称：エコー）の施設見学会＆落成式に出席しました！

落成式式典オープン前施設見学会


